
〇本⽇（8⽉16⽇）午前10時50分頃、構内物揚場付近の海⾯に油らしき物が浮いていることを
協⼒企業作業員が発⾒しました。

〇現場調査の結果、物揚場の浮き桟橋に係留されている船の付近に銀⽩⾊の油膜が薄く広がって
いる状況であり、油の範囲については、船（約10ｍ×約7ｍ）の全周および、船の南側約5ｍ
×2ｍであることを確認しました。

〇また、本件については、午前11時54分、消防署により「油漏れ事象」と判断されました。
〇なお、漏えいの原因については不明ですが、現時点で油膜の広がりは確認されておらず、吸着
マットによる油の回収を午後１時７分に完了しております。

〇引き続き、原因を調査し、適切に対策を講じてまいります。
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